
籍

第
大磯

＼

蛤
醐

一叢

不
労

利
得
税

を
論
ず

・

基
、督
漱
山久
明

の
遜
展
概

論

肚
倉
哲
學
虞
礁
主
意
的

二
元
論
的
思

想

・

纏

濟
道

と
経

済
術

小
作
制

と
小
作
法

時

一

輪
調

一
我
邦

の
地
租

を
論
…ず

.

…説

苑

ジ

.
ン
・
ロ
.
ク

の
私

有

椹

論

・

功

利

主

義

と

生

産

政

,策

・

雑

蛭
野

古

川

古

松
軒

の
著
述

に
就

て

・

『
此
ハ
産

宣

言
』
の
英

課
　太
・に

つ

い
て

隔

録

.

.
本
誌
第
+
竪

轡

録
注
學
博
士

注
學
博
士

法

學

士

.

法

翠

玉

法
學
博
士

β

に

隊

ヘ

ロ

バ
》
川

発

ヌ

一艮

河 作 恒 財

田 田 藤 部

嗣 荘 艀

郎 一 恭 治

法
學
博
士

耐

戸

正

雄

脛
濟
學
士

岩

城

忠

一

経
済
學
士

堀

纏

夫

経
済
學
士

黒

正

厳

法
學
博
士

河

上

肇

』
一

一

「肖
「」



「

功

利

主

義

ε

生

産

政

策
(
二
〕

、

(
功
利
主
義
ξ
経
済
政
策
ε
の
關
係
に
つ
い
て
の
學
誘
史
的
考
察
の

一
部
)

」

活 第 第 第 第 緒
四 三 ニ 一
言 節 節 節 節 言

、

デ

イ

ヴ

イ

ド

・

ヒ

ュ
ー

ム

ア

ダ

ム

・

ス

・こ
ス

ロ

バ

ア

ト

・

マ
ル

サ

ス

ジ

エ

レ

ミ

・

ベ

ン

タ

ム

}
前
號
既
裁

}
本
號
所
載

}
次
號
羅

堀

第

二

節

ア
ダ

ム

・
ス

妃

ス
(
一
七
;

二
⊥

七
九
〇
)

纏
`

夫
、

第

一
、

ス

ミ
ス
の
功
利
主
義

ス
ミ
ス
を
純
粋
な

る
功

利
主
義

倫
理
學
者

の

一
人

に
敷

へ
る
こ
・し
は
、
恐

ら
く

お

や

間
違

で
あ
ら
う
。

ボ
ナ

ア
曰
く

『
ア
ダ

ム
・

ス
ミ

ス
は

、

ヒ

ュ
ー
ム
よ
り
も

よ
り
少

く
功
利
主
義
的

で
あ

る
、
.徳

性

を
徳
性

な

る
が
故

に
尊
重
す

る
こ
ε
を
第

一
ご
な
し

、
.結
果

に
封

ず

る
曾
重

は
、
常

に
第

二
次
的

で
あ

る
。
倫

理
學

に
於
て
は
、
行

為
看

の
心

意

の
状
態

が
甚

だ
重
要

で
な
け

れ
ば

砿
ら
す

、
而

し

て
行
為
は
義
務

の
爲

め
に
爲
.

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
・
さ
も
な
く
ば
そ
は
建

的
で
は
な
い
診

併

・
乍
ら

で

ス
は
・
其
の

『
道
徳
感
情

論
」

の
中

に
於
て
、
幸

輻
を
決

し
て
等
閑

に
附

し
て
居

る
灘
で

は
な
く

、
否
寧

ろ
、
之
を
非
常

に
重
大
視

し
て
居

醗

苑

功
利
主
義
ε
生
産
政
策
(二
)
.

第
十
四
巻

(第
六
號

=
一=
)
]
〇
五
三

20)Bonar,PhilosophyandPolinca工Economy,p,169.



蹴

苑

功
利
主
義
ご
土
座
政
策
(二
}

第
十
四
巻

(第
夫
號

=
二
二
)晒
一
〇
五
四

る
の
で
あ

る
。
例

へ
ば
彼

は
、
「
道
徳
感
情

論
」
の
第

六

都
「
徳
行

の
性

致

に
就

て
」
に
於

て
、
個
人

の
品
性

を
、
そ

が
『
彼

れ
自
身

の
幸

幅

に
閲
す

る
」
場

合

ご
、
『
他

の
人

々
の
幸

幅

に
關

す

る
』
場
合

ご
の

二

つ
に
分
け
て
考

察
を
下

し
て
居

る
。
曰
く
、

「
個
人

の
健
康

、
財
産

、
地
位

及

び

名
聾

、
i

…即
ち
現

世

に
於

け

ろ
彼

れ

の
慰

樂

ε
幸

輻

ε
が
主

達
し

て
そ
れ

に
依
存

し

て
贋

ゐ
ご
考

へ
ら

れ

て

吊
旧
る
所
…の
講
…蹴
マ物

一

に
就

て
汁
江
血急
な
佛

ふ

こ

ご
ぱ
[、
配泄
常

裁

智

(
噂
「̀

匙
①
コ
∩o
)

ざ
呼

一ほ
ろ

㌧
所

の
捕
捧性

の
、
闇
凹有

の
仕

事

で
あ

ろ
ご
考

へ
・b
れ

て

鱒

み

る
。

」

「
.
.
.
..
.如
何

な

ろ
黙

に
於

て
も

、
再
ド
々
の
隣
…人

の
幸

一碓

為
但
助け

叉

に
妨
げ

な

い
一

假

ひ
如

何

敵

ろ
法
難

も
一遇
雷

F
彼

か
保

㎜議
す

ろ

こ

こ
が
出

來

ダ

　

な

い
場
合

に
於

て
父
あ

っ
て
も
t

や
う
に
ε
の
・
神
聖

に
し
て
且

つ
宗
教
的
な

ろ
顧
慮
に
、
完
全
に
潔

く
正
し

い
人
の
品
性

な
璽

脱
す
ろ
。

-
」

是

に
出

て
観

れ
ば
、
ス
ミ
ス
が
幸

福
を
以

て
倫

理
學

の

一
目
的

巴
な
し
だ

る
こ
ご
は
明
か
で
あ

る
。
然
ら

ば
、
ス
ミ

ス
は
、
幸
幅

ε
は
如

何
な

る
も

の
で
あ

る

蓬
解

し
た

か

ε
い
ふ
に
、
そ
は
、
余

の
所
謂
物
質
的
幸

輻

ε
精
神
的
幸
幅

ε
よ
り
成

り
立

つ
の
で
あ

っ
て
、
ス
ミ

ス
の
言
葉

を
用

ふ
れ
ば
『
身
鵤

の
安

易
ε
精

神

の
年
租
』
〔園
閉
。
亀

げ
。
身

睾
価

で
舞
8

亀

目
p
e

注
が
、
幸

幅

の
二
大
要
素

で
あ

る
。

而

し
て
.

ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
紳

は
、
幸

騙

の
最

大

可
能

的
季

等
を
常

に
齎
ら
す

や
う

に
、
世

の
中
を
造

っ
た

の

で
あ

っ
て
柚

「
人
生
の
眞

の
幸

輻
を
形
造

っ
て
居

る
所

の

も

の

に
就

て
は
、
彼

等

は
、
彼

等

の
遙

か
上

に
居

る
巴

見
え

て
居

る
人

々

に
、
こ

の
黙

に
於
て
も
決

し
て
劣

っ
て

は

み
な

い
。
身
艦

の
安

易
及

び
精

耐

の
卒
和

に
於

て
は

、
八
生

の
総

て
の
異

れ
る
階

級

は
殆

ご
同
じ
水
準

上

に
在

る
、
而

し
て
道
傍

で
日
向

ぼ

つ
こ
り
を

し
て
居

る
乞

食

も
、
上
様
達

が
獲

ん
ε
努

力

し
て
居

る
所

の
安
全

を
所
有

物

し
て

み
る
。』
ス
ミ

ス
が
樂
観

主
義
者

で
あ
る
ご
呼
ば

る

、
所

以

は
,
實

に
薙

に
存

す

る
の
で
あ

る
。

斯

く
の
如

く
、

ス
ミ

ス
は
、
幸

輻
を
物
質
的

ε
精
耐

的

の
両
方
面

よ
り
解
し
、
而
し

て
此
等
両
者

の
絡

和

を
見

21)Ada皿Smith,TheThem'yofMoralSentiments、(Bohn'sLibrary,)、P・315

22)Ibid・,PP・319-20.
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る
ご
き

に
、
各

人
に
就

て
そ
は
殆
ざ
卒
等

に
分
配

さ
れ

て
居

る
も

の

ご
、
看
散

し

て
み
る
の
で
あ

る
が
v

こ
れ
に

由

れ
ば
、
世
人

が
.富

の
獲
得

に
努
力

し
、
其

の
経
済
生

活

の
豊
冨
を
圖

ら
ん
ご
す

る
は

、
實

に
無
意
味
な

こ

ご
で

な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
然

る

に
、

ス
ミ
ス
は
、
世

人
が

醤

の
獲
得

に
焦
慮

す

る
こ
蓬
を
決

し
て
無
償
値

ε
な

さ
な

い
の
み
な
ら
す

、
其

の
大
著
『
國
富
論
』
に
於

て
、は
實

に
『
富

の
性

質
及

び
原
因

に
就

て
の
研
究
」
を
試

み
て

み
る
の

で
あ

る
。
然

ら
ば
吾

々
は
、

こ
の
間

の
消
息
を
如
何

に
解
す

べ
き
で
あ
ら
う

か
。
其

の
爲

め
に
余

は

ス
ミ
ス
の
言

葉
を
引
用

す

る
こ
ε
を

、
最

も
便

利

ε
す

る
。

曰
く
、

「
-
…

若
し
葦

が
-
葦

穂
て
の
物
(各
種
の
寒

指
す
一

馨

註
)
童

へ
・
き
」
の
出
来
直

寡

潮
足
ド
就
≦

そ
れ
童

濁
に
且
つ

そ
の
珊
進

の
爲
め
に
充
て
ら
れ
六
る
配
備
の
美
し
さ
よ
り
離
し
て
、
考

へ
る
な
ら
ば
、
そ
に
、
常

に
極
め
て
賎
し
む
べ
春
些
細
譲

る
も

の
こ
し
て
現

に
を

で
あ
ら
・つ
。
併
し
乍

5
、
吾

々
に
、
そ
れ
蕾

よ
り
の
満

足
な
指

す
一

諜
者
註
)
た
斯

か
ろ
抽
象
的
暫
學
的
の
見
方
で
観
察
丁

を

ミ

に
稀

で

あ

み
。

…

.

..富

及

び
偉

大
が

顕

ふ

ろ
所

の
快

樂

に

、

こ
の
複

雑

な

ゐ
見

方
か

ら
考

察

さ

ろ
時

に
、
(快

樂

か
輩

に
哲

學
的

に
解

す

る
こ

ξ
な

く

・

普
甑
人
の
な
す
如
く
、
之

々
そ
が
生
産
さ
ろ
㌧
ま
で

の
順
序
、
手
績

、
組
織
等
為
混
同
し
て
考

へ
ろ
時

に
、
の
意
i

諜
者
隷
)
何
か
偉
大
な
る
、

美
に
し

い
、
且

つ
高
貴
な

ろ
あ

・・
し
て
、
吾

あ

想
像
力
た
劇
戦

し
、
そ
れ
た
獲
得
す

ろ
こ
ミ
に
・
吾

々
が
喜

ん
で
そ
の
矯
め

愛

す
所
の
骨
折

ミ
熱

心
ミ

の
総

て

に
、
十

分

値
す

う
も

の
で

あ

る
ε
考

へ
し

め

ろ
。

「
而
し
て
、
自
然
が
か
善

塞

欺
く

こ
ピ
は

、
決
し
て
悪
い
三

・
で
に
な

い
。
八
間

の
勤
勉
々
惹

起
し
雛

寺

之
姦

警

し
む

b
も

の
は
・
こ

の
畿

で
あ
み
か
ら
。
土
碧

翻
し
、
秀

撃

、
・
…

墾

の
科
學
義

術
姦

明
し
蓮
饗

し
む

・
や
　
、
人

差

先
づ
響

も
の
に
・
こ
の

ふ

欺
瞞
で
あ
る
か
ら
。
:
:
・:
・」

是

に
出

て
観

れ
ば
、
吾

々
人
間

が
各

種

の
富

よ
り
受
く

る
所

の
快
樂

賎
、
哲
學
的

に
抽

象
的

に
考

ふ
れ
ば

『
極

め

て
践

む

べ
き
些

細
な

る
」

事
柄

で
あ

る
に
は
相
違
な
け

れ
ご

、
併

し
、
吾

々
は
、

凡
人

の
常

ε
し

て
、
矢

張
り
冨

訊

苑

功
利
主
義
ミ
生
産
政
策
(二
)

第
十
四
巷

(第
六
號

=
二
三
)

一
〇
五
五

23)Ibid・,p.265.

24)Ibid.,PP.263}4・

ワ

「



.

畑

鼠

苑

功
利
主
義
ε
生
塵
政
策
(二
)

、
第
十
四
巻

(第
六
號

=
二
四
)

一
Q
五
六

を
偉

大
な

る
も

の
、
美

は
し

い
も
の

ε
想
像

し
て
、
.其

の
獲

得

の
爲

め
に
努

力
す

る
、
而
.し
て
そ
の
努

力

こ
そ
世

の
生
産
力
を
増

し
、
科

學
を
進

め
來

つ
た
も

の
で
あ

る

か
ら

、
苦

力
は
人

々
の
誤

れ

る
想
像
-一

換

言
す

れ
ば
自

然

の
欺
瞞
i

を

一
掃
す

る
必
要
は
な

い
の
で
あ

っ
て

、
寧

ろ
之
を
其
儘

に
放
置

し

て
お
く
方
が
良

い
ご
、
.ス
ミ

ス
は
考

へ
π
の
で
あ

る
。
足

れ
、

ス
ミ
ス
が
、
倫

理
墨
上

物
償

的
串
輻

に
殆
ご
重

き
を

置

か
な

い
で
る
な
が
ら

、
、

而
か
も
人

々
の
経
濟
活

動
を
是
認
し
た

る
所
以

で
あ

っ
て
、
倫
理
學

ε
経

済
學

ε
の
差
異
及

び
關
係

は
、
之

に
よ

っ
て
稍

々
明
瞭

に

さ
れ
た
課
で

あ
る
。
.

斯

く
て
経

済
學
は
、
人

の
想

像
否

妄
想

匹
よ

つ
て
生

れ
た
も

の
で
あ

る
か
も
知

れ
な

い
け

れ
ご
も

、
併

し

ス
、、、

ス
は

そ
れ
に

一
つ
の
科
畢

ご
し
て
の
存
在

を
授
け

る

こ

芭
が
出

家
た
。
而

し
て
其

の
瞬
間

に
、
人

の
物
質
的
幸

福

は
、
倫

理
學

の
範

團
を
離

れ
て
、
弦

に
獅

立
せ
る
科
學

の
研
究

の
対
象

ε
な

っ
た
。
然
ら
ば

ス
ミ
ス
は
如

何
な

る

経
済
政
策

に
.よ

っ
て
、
其

の
功

利
主

義

〔物
質

的
功
利

主
義

)
を
實
現

せ
ん

ε
し
た

る
か
、
是

れ
次
項

に
於

て
研

究

さ
る

べ
き
問
願
一で
あ

る
。

▼

第

二
、

ス
ミ
ス
の
経
済
政
策

ス
ミ
ス
は
、
政

府

に
就

て
述

べ
て
曰
く
、

『
政
府

の
総

て

の
組
織

遮
、
唯

だ
そ

の
下

に
生
活

せ
る
人

々
の
幸
漏
を
増
進
す

る
に
役

立

つ
に
比

例
し
て
、
債
値

づ
け
ら

る
』
の
み
で
あ

る
。
』

是

に

由

れ
ば
最

大
多
量

の
幸

幅
を
世

に
齋
ら
す

こ
オ
が
政
府

の
唯

一
の
任

務
で
あ

る
、

・こ
ス
ミ

ス
が
考

へ
な

る
こ
ざ
は

明

か
で
あ

る
。
然
ら
ば
政
府

は
如
何

に
し
て

こ
の
任
務

を
果
す

べ
き
で
あ

る
か
。

.

先

づ

ス
ミ

ス
は
馬
肚
曾

の
富

が
不
学
等

に
分
配

さ
る
}
二
ε
は
、
そ

の
幸

福
を
害
す

る
も
の
で
あ

る
ご
、
考

へ

陀
。
曰

く
、

25)1レ)i〔1,P.266■

、



丑
ハの
大
多
数
の
人
々
が
貧
乏
で
あ
り
困
窮
し
て
居
ろ
や
う
な
肚
會
ば
・
確
か
に
集
え
て
み
な
い
し
又
垂
脳
で
な
ぜ
。
:
…

人

民
の
全
艦
々
義
ひ

r彼
等
に
衣
服
ご
仕
一象
芝
鎚
興
へ
ろ
所
の
人
々
悼か
、
白
H分
建
自
身
マも
可
な
り
胃風
音
食
衣
佐
々
得
ろ
こ
ε
が
出
来
る
や
・り
に
、
白
瓢
牙
の
算
勘
の
生
産
〃物
の

朗

成
る
分
前
々
畏
く
ぺ
春
で
あ
ろ
こ
い
ふ
こ
こ
は
、
公
平
の
要
求
す
る
所
で
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
」

併

し
乍

ら
、
彼

は
、
世

に
富

の
分
配

の
不
卒
等

が

め

る
か
ら

ご
て
、

之
を
人
橋
的

に
季
等

な
ら

し
め
や
う

な
ご

y
は
、
毫

も
考

へ
な

か

っ
た

の
で
め

る
。
例

(
ば

、
「
勢

働

の
全
生
産
物

が
勢
働
者

に
蹄

騒
」
し
た

る
所
の
、、
資

本

の
蓄
積

及
ぴ
土

地

の
私
有

の
未

だ
獲

生

せ
ざ
り

し
時

代
は
知
ら
す

、
今
日

の
や
う

に
、
全
生
産
物

が
、
勢
賃

ε
し

て
の
外

に
、
『
躬
ら
種

子

を
播

か
な

か
つ
だ
土
地
」
の

使
用

に
射

し

て
地

主

に
支

挑

は
る
}
所

の
地

代

ご
、

『
資
本

の
大

さ
の
程

度

に
比
例

し
て
大

`
も
な
b
或

は
小

ε

も
な

る
」
所

の
利
潤

ε

に
、
分
割

さ
れ

な
け

れ
ば
な
.ら
な

い

こ
ε
に
な
る
ご
、
富

の
分
配
は
自
然

不
平
等

に
な
ら

ざ

る
を
得

な

い
の
で
あ

る
が
、

ス
ミ
ス
は
、
人
爲
的

の
政
策

助

に
よ
る
不
卒
等

の
外

は
、
総

て
之
を
自
然

の
成
行

に

委
す

ご
ε
を

以
て
、最

も
策

の
得

た
る
も

の
な
り

ご
主

張

し
て

居

る
。

ノ

こ
は

、

ス
ミ
ス
が
、
卒
等

を
犠
牲

に
す

る
も
街
ほ

、
人
類

の
幸

幅
に

ご

つ
て
必
要
な

る
他

の
原
則

を
認

め
た

か

や

ゐ

ら

で

あ

っ
て
、
そ
は
取
も
直

さ
す
正
義

の
原
則

で
あ

る
。
彼

は
、
正
義

の
法

則
を
説
明
し
て
、
次

の
如

く
言

っ
て

み
る
Q

「
:

:
・

正
義

の
最

も
神

聖

な

ろ
諸

法
則

そ

の
侵

犯

に
封
し

て

11

「
最

も
強
く

報

復

ミ
所

罰

ざ
が
要

求

さ

ろ

㌦
が
如

く

で

あ

ろ
所

の
諸
法

則
1

一

は
、

(第

一
に

、
)吾

々
の
隣

人

の
生
命

ご
人
格

ピ
々
護

る
所

の
法

則
で

あ
り

・

次

に
、
彼

れ
の
財

産

ご
所

有

物

ご
み
.護

ろ
所

の

そ
れ

で

あ

71

、

而
し
て
最
.後

F
、
彼
れ
の
人
権

ご
呼
ば
る

㌔
所
の
も
の
-

帥
ち
他

人
の
約
定

に
よ

つ
て
彼

に
當
然
蹄
鵬
す

る
所
の
椹
利

、

々
護
る
所
の
そ
れ
で
あ

29

乃
。
」説

苑

功
利刊
‡
一義

ご
生
産
政
策
(
二
)

第
十
四
巻

〔築
山
ハ
醗

[
=
軍
血
)

「
0
丁五
七

26)AdamSmith,WealthofNatiais,Vol.1.p.80.
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'

訊

苑

功
利
主
義
.」生
産
政
策
(二
)

第
十
四
巻

(第
六
號

=
二
六
)
一
〇
五
入

.

右

に
掲
げ
ら

れ
た

る
正
義

の
諸

法
則

の
中

.
直

接
此
庭

に
關
係

あ

る

は
、
第

二
の
も

の
即

ち
個
人

の

『財

産

ご
所

有
物

ご
を
護

る
所

の
法
則
』

で
あ
る
。
凶
ミ
ス
又
曰

く
、
『
相

互

に
常

に
他

を
傷

け
害

ぜ
ん
ε
構

へ
て
居

る
所

の
人

々
の
間

に
、
肚

會

は
存

立
す

る
こ
ε
が
出

来
な

い
、
…
…

「
若
し
盗

賊
達

の
問

に
肚
會

が
あ

る
ご
す

れ
ば
、
彼
等

は
少
く
ε
も
相

互

に
盗

み
合

ふ

こ
ご
は
、
之
を
擦

へ
な

け
れ
ば
な

ら
な
.い
。
故

に
、
癒
會

の
存
在

に
は
、
仁

慈

よ

め

や

り
も
正
義

の
方
が

よ
り
本
質
的

で
め

る
。

肚
會
…は

、
仁
慈

な
く

ε
も
存
立
す

る
、
一

景

も
快
適

な
状
態

に
於

て

蜘

ゴ
は
な

い
け

れ
.Σ
も
一

。
併
し
不

正
義

が
行

は

る
れ
ば
、
ぞ
は

一
朝

に
し
て
肚

會
を
全
滅

せ
し

め
る
」

是

に
よ

っ
て
察
す

る
に
、

ス
ミ

ス
の
考

は
、
假

ひ
土
地

の
私
有
及

び
資

本

の
個
人
的
蓄
積

が
行
は

れ
し
結
果

ご

し
て
世

の
富

の
分
配
に
不
竿

等

が
起
ら
な

け
れ
ば

な
ら
な

く
な

つ
だ
ご
し
て
も

、
耐

會

全
能

の
韋

編

に
就

て
考

ふ

れ
ば
、
土
地
や
資
本

の
所
有

を
不
安
固
な

ら
し
む

る
よ
り
も

「
そ
は
遙

か
に
輕
微
な

る
損
害

に
過
ぎ
な

い
、

ε

い

ふ
の
で
あ

る
。

然
ら
ば
次

に
起

っ
て
乗

る
問
題

は
、
土
地

や
資
本

の
私
人
的
所
有

の
不

安
固
は
、
何

故
に
世

の
幸

幅
を
害
す

る

や
、
ε

い
ふ
事
で
あ

る
が
、
そ
の
説

明

の
矯

め

に
は

、

ス
ミ
ス
の
個
人
主
義
的
見

地
を
理
解
す

る
必
要

が
あ

る
。
彼

は
、肚

會

の
幸
幅

は
、個

人
が
自
己

の
幸

福

を
追
及
す

る
こ
ご
に
よ

っ
て
、
而

し
て
そ
れ

の
み
に
よ

っ
て
、
達

し
得

ら

る

、
も

の
こ
考

へ
た
。
曰

く
、

「
:
;
:
彼

(各

個
人
の
意

-

諜
者
註
)
に
、

一
般

に
、
公
共
的
利
鉦

奄
塒
進
ぜ
し
め
や
う
ミ
い
ふ
積
り
も
な
け
れ
ば

、
叉
こ
れ
だ
け
彼

が
そ
れ
を

欝

進

し
て

み

る
か

な
も

知
ら

な

い
、

…

・
:
而
し
て

、
其

の
生

産
物

が
最

大

の
偵

値

奄
有

す

ろ

や
う

な
風

に
家
業

存
導

く

こ

ε

に
よ

っ
て

、
彼

ほ
・

彼

れ
自
身

の
利

得

層

目
的

ε
し

て
居

ろ

の

み
で
あ

る
、
而

か
も
斯

く
す

ろ
こ

ぞ」
に
よ

つ
て

、彼

に

、他

の
多

く

の
場

合

に
於

け

る

ξ
同

様

、

見

ね

ざ
ろ

手

に
導

か
れ

て

、
彼

れ

の
目
的

以
外

の

目
的

た
成
就

し

つ
㌧
あ

ろ
の
で

あ

ろ
。

・
:
:
.
彼

れ
自

身

の
利
益

々
追

ふ
こ

ミ

に
ょ

っ
イ
こ

彼

ば
風

々
、
彼

29)Ibid・,PP.1=4-5



b

b

鋤

が
翼

F
吐
會
の
利
茶
々
燈
進
ぜ
し
め

や
う
ε
目
論
む
場
合
よ
り
も
、
工
噂
布
敷

に
肚
會
の
利
益
層
滑
進

す
ろ
o

」

故

に
、

ス
ミ

ス
に
よ
れ
ば

、
肚

會

の
幸

輻
を
齎
ら

さ

ん
ご
す
れ
ば

、
勢

ひ
各
個
人
を

し
て
1

然
り

『
自

分
自

身

、

、

鋤

の
快
樂

ξ
自

分
自
身

の
苦
痛

`
を
、
他

の
人

々
の
そ

れ
等

よ
り
も

よ
り
敏
く
感

ず

る
」
所

の
各

個
人
を

し
.て
、
一

1

自
由

に
自
己
の
利
益

を
追
ば

し
む

る
よ
り
外

に
適

當

な
る
方
法
は
無

い
こ
ご
に
な
る
。

而
か

も
各
個
人

を
し

て
自
由

に
其

の
利
益
を
追

は
し

め
ん
ご
す

れ
ば

、
胤

曾

の
不
安
を
除

い
て
、
各

人

の
財
産

ご
所

有
物

ご
を
安
固

な

ら

し
め
、
且

つ
そ
れ

よ
り

生
す

型
所

の
所
得

を
自
由

競
争

に
よ

っ
て
決
す

る
の
外
、

そ
れ

に
人
爲
的

の
干
渉

を
加

へ
ざ

る

こ
ε
を
、
最

も
緊

婆
な
.る
條
件

ε
す

る
の
で

あ

っ
て
、
之

を
約

言
す

れ
ば
、
即

ち
世

に
正
義

を
維

持
す

る

こ
ご
が
、
最

も
必
要
な

の
で
あ

る
一

こ
れ
に
よ

っ
て

不
安

固

が
世

の
幸
礪

を
害

す

る
所
以

は
明
か
で
あ
ら
う
。

是

に
於

て
、
国
家

の
任

務
及

び
探

る

べ
き
政

策

の
根
本
方
針

が
明
瞭

に
な

っ
て
來

る
。
即

ち
国
家
は
、
各

個
人

.

の
利

己
的
活

動

の
自
由
を
妨
げ

る
が
如

き
干
渉
的
行
爲

に
出

つ

る
こ
ご
は
、
堅
く
之

を
戒

め
な
け
れ
ば

な
ら
な

い

-の
で
み

つ
て
、

(例

へ
ば
富

の

分
配
を
巫
下等

に
爲

さ
ん
が
爲

め
に
、
各

人

の
財
産
所
有

の
安
全

を
脅

か
す

が
如

き

行

爲

に
出
つ
る
こ
ご
は
甚
し
く

不
可

で
あ

る
)
、

唯
だ
自
由

な

る
螢
利
的
活
動

を
爲

さ
し
む

る
に
必
要

な

る

悶、正

義
』
若

ぐ
は
『
安
固
」
を
世

に
維

持
す

る

こ
蓬
を
、
、專
ら

の
任
務

ξ
す
れ
ば
[良
い
課

で
あ

る
。
而

し
て
各

人
の
自
由

な

る
勝

利
的
活
動

に
よ

っ
て
、
富

の
生
産

が
自
ら
大

ε
な
り
、
弦

に
耐
會

の
幸
輻

が
持

ち
來

さ
る

」
こ
ピ
}
な

る
。

之

を
要
す

る
に
、

ス
・・、
ス
に
在

っ
て
は
、
其

の
物
質

的
功
利
主
義

の
實

現
は
、
個
人
主
義

、
若
く
は
自
由
放
任

政
策

に
よ

っ
て
之
を
達
す

べ
く

、
更

に
他

の
言
葉
を
以

て
言

ひ
表

は
せ
ば
、
所
謂
生
産
政

策

に
よ

っ
て
之
を
達
す

べ
く
、
所

謂
分
配
政
策

は
全
く
排

斥

さ
れ
た

の
で
め

る
。

説

苑

功
利
主
義
ぞ」生
産
政
策
(二
)

第
十
四
巻

(第
六
號

=
二
七
)
[
〇
五
九

30)AdamSmith ,Wealth,Vol.11.,p.421.

31)AdamSmites,工}loralSellti111cnts
,P.321.
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誘

苑

功
.利
主
義

芒
生
産
政
策

(
∴
)
.

.

窮

十
四
巷

(第
六
號

一
三
八
)

}
○
丸

0

.

第

三

節

ロ

バ

ア

ト

・
マ

ル
サ

ス

二

七
六
六
.1

一
入
.二
四
)

第

一
、

マ
勘
サ

ス
の
功

利
主
義

マ
ル
サ

ス
は
、

ヒ
ユ
■
ム
.や

ス
ミ

ス
、
若
く

は

べ
ソ
タ

ム
の
如
く

に
、
其

の

倫
理
學
読
を
説
述

せ
る
濁
立

の
書

物
を
書

い
て
み
な

い
が
故

に
、
吾

々
は
詳

し
く

之
を
知

る
こ
ご
は
不

可
能

で
あ

る
け

れ
こ
も

、
彼

か
功
利
主
義
的
見

解
、
殊

に
物
偵
的

功
利
主

義
的
見

解
を
把

持

し
み
た
る
こ

・し
は
、
之
を
察
知

す

る
に
難

く

は
な

い
。
余

ぽ
、
彼

れ

の
',人

口
論
」
中

よ
り

　
句

を
引
用

す

る
こ
ε
に
よ

っ
て
、
彼

⑪
の
功
利
主
義

の

一
斑
を
窺

ふ

こ
ご

』
す

る
。
彼

は
『
入

口
論
」
の
第

二
版

に
謝
す

る
序

文
の
中

に
於
て
、
次

の
如

く
言

っ
て
居

る

「
・・
.:
三

の
計
劃
(こ
の
計
測
ご
ば
、
マ
ル
サ
熟
が
「
人
口
論
」
に
於
て
目
論
ん
で
居
る
こ
ご
な
指
す
一
1
諜
者
註
)起
遂
行
す
る
こ
ε
に
よ
っ
て
、余

に
、
余
か
多
く
り
反
動
浦
な
巷
起
し
、
而
し
て
恐
ら
く
手
厳
し
い
批
評
か
惹
起
し
九
ろ
こ
ε
加
却
っ
て
居
る
。
併
し
余
に
、
余
の
隔
っ
た
で
あ
ら
う

へ

も

ヘ

セ

つ

所
の
誤

謬
で
さ

へ
も
、
議
論
に
手
蔓

た
皿
ハ
へ
又
研
究

に
封
ず

る
刺
戟
々
加
ふ
る
こ
ε

「
蕊
っ
て
隔
壮
會
の
幸
一陥
に
ぜ
っ
て
密
接

な
る
關
係
を
有
す

る

め

も

所
の

}
主
題

〔人
口
の
原
理
々
指
ず
ー

ー
詳
考

証
)
な
、
よ
り

〕
般
酌
取

ろ
注
目
の
下
に
齎
ら
で
這
い
ふ
、

重
要
な

ゐ
目
的

に
役
立

つ
こ
ピ
で
あ
ら

う

ミ
想

っ
て
、
脚
か
直
ら
為
慰
め
て
居

る
次
第
で
あ
る
。

」

是

に

由

っ
て

観

れ

ば

、

マ

ル

サ

ス
.が

人

口

論

を

書

い

た

の

は

、

そ

が

砒

會

の

幸

幅

に

、乏

っ

て

密

接

な

る

關

係

を

有

す

る
が
爲

め
で
あ

る
、
i

言

葉
を
韓
倒
す

れ
ば
、

肚
會

に
最

大
幸
輻

を
齎

ら
さ

ん
ご
し

て
、

マ
ル
サ

ス
は
人
口

政
策

に
其

の
解
決
を

求

め
た
、

ε
解
縄
　す

る
こ
ざ
が

出
來

る
。

第

二
、

マ
〃
ザ
ス
の
経

済
政

策

マ
ル
サ

ス
は
、
富

の
分
配

の
卒
等
主
義

に
最
も
強
く
反

射
し
た

る
學
者

の

一

人
で
あ

る
。

彼

は
、
當
時
主

張

さ
れ
て
居

だ
所

の
、

ワ

レ
イ
ス
、

コ
ソ
ド

ル
セ
ー
、
及

び

オ
ウ

エ
ソ
の
平
等
制
度

.

に
劃

し
て
、
鋭

い
反
封

の
鋒
先
を
向

け

た
.
彼

は
、
卒
専
制
廣

の
主
張

さ
る

＼
所
以

に
就

て
、
次

の
如

く
述

べ
た



,

,

る

後

に

、

徐

う

に

其

の
誤

謬

を

指

摘

し

て

み

る

。

曰

く

、

「
糖
て
の
人
間
融
會

に
於
σ

る
、
特
に
文

明
開
化

の
程
度

の
最

も
進

ん
で
居
ろ
総

て
の
人
間

肛
會

F
於
げ
る
、
(
現
今
の
)
状
態

に
・
浅
薄
な

る
観
察

着

々
し
て
、
世
の
中
の
大
吹
替

11
、
亭
等

及
び
共
同
跡
座
の
制

度
な
採
用

す
る
き

に

エ

っ
て
、
駕
し
遂
げ
ら
ろ
㌧
で
め
ら
　
、
ε
の
倍
念

々
懐

か

し
む
る
が
加

音
底
の
』

の
で
あ
ら
う
。
彼
等
に
或

ろ
部
分

に
嘗

の
豊
富
た
見
、
而
し
て
他
の
部
分
に
其

の
缺
乏

知
見

ゐ
。
而
し
て
、そ
れ
に
封
ず
る
自

然
的
に
し
て
明
白
な

る
救
潴
手
段
-‡
・
生
産
物
の
竿
等
な

ろ
分
割
で
め

う
か
の
如
く
見
た

る
。
彼
等
ば
・
八
間

の
努
力

の
人
な
る
分
量

が
、
全
部
貯

も

お

著
さ
れ
叉
は
よ
り
布
敷

に
使
用

さ
ろ
べ
音
で
あ
ろ
の
に
然
う
は
さ
れ
な

い
で
、
諮
ら
な

い
、
無
用
な
ろ
、
且

つ
時
ピ
し
て
ば
有
害
な

ろ
事
物
の
薦
め

に
浪
費
さ
れ
て
み
ろ
の
為
見

ろ
。
彼
等
ーエ
、
機
械

の
搬
明
が
次

に
次
に

ピ
行
に
れ
る
の
々
見

る
、
そ
に
、

一
見
太

い
匹
人
間
の
勢
苦
為
減
少
す
る
エ

う

に
目
論
ま
れ
て
居

る
が
如
く
で
あ

ろ
。
併
し
、
総
て
の
人
匹
豊
富
ご

、
悶
暇
こ
、
幸
輻

ご
拒
虹
ハ
へ
ろ
こ
ご
の
明
白
な
ろ
、
此
等
の
手
段
な
育

つ
に

拘

ら
す
、
彼
等
に
、
祉
會

の
大
多
数
者
の
勢
働
が
減
少
ぜ
し
め
ら
れ
す

、
彼
等

の
境
遇
が
、
悪
く
に
な
ら
な
"
て
も
、
決
.し
て
明
か
に
著
し
く
良
く

珪

ら
・
・
の
寛

・
・
ぞ

・
藩

の
下
に
撃

・
奪

制
愕

響

る
諸
繋

が
絶
.手

簿

・
つ
㌦
あ
る
の
に
・
驚
く
這

ら
な
ぷ

併

し
、

か
N
る
孕

等
制
度

の
主
張

は
、
要
す

る
に
絶

え
ず

繰
返

さ
る

』
所

の
誤
謬

で
あ

る
に
過

ぎ
な

い
、
ご

マ
ル

サ

ス
は
考

へ
だ
。
そ
は
、

「
紙

の
上
で
は
如
何

に
も

頼

も
し

い
や
う

に
見

え
る
け
れ
こ
も
、
實
生
活

に
適
用
す

れ

鋤

ば
、
全
然

値
打

の
な

い
も

の
で
あ

る
こ
ε
が
、
分

る

で
あ
ら
う
。
」
然

ら
ば
、

マ
ル
サ

ス
は
、
如

何
な

る
理
由

に

本

い
て
、
孕
等

制
度

の
無

償
値

を
説
明

せ
ん

ε
し
々

る
か
。
曰
く

、他
な

し
。
彼

は
、
分
配

の
卒
等

を
實

行
ず

る
こ

ε
に
よ

っ
て
、
富

の
生
産

の
減

少

が
必
然
的

に
階

生

す

る
こ
ε
を
恐

れ
た

か
ら
で
あ

る
。
益

し
、

コ
ン
ド

〃
セ
ー

や

オ
ゥ

ェ
ン
の
理
想

ε
せ

し
如

く
、
筍

く
も
世

に
生

を
享

け
託
る

も
の
に
は

、
総

て
卒

等

に
富
を

分
興
す

る

こ
ご

」
な
し

、
又
土
地
及
資

本

は
之

を
公
衆

の
共

有

に
移

す

こ

ご
、
す

る
な

ら
圏

、
.
一
方

に
は
、
衣
食

の
途
を
失

ふ
嬉

V
ふ
外

部
的
脅

威

に
よ

っ
て
勢
働

を
強

制

さ

肌
ざ

る

こ
ご

N
な

っ
た
.薦

め
に
、.
勢
働

ご
い

ふ
苦
痛
を
避
け

て
、
怠

説

苑
.

功
利
主
義
と
生
産
政
策
(一じ

第
十
四
巻

〔第
六
號

一
三
九
)
[
〇
六

[
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・

噛

・

課

苑

功
利
主
義
ε
生
産
政
策
(二
)

第
+
四
巻

(第
六
號

一
酋
○
)
一
〇
六
二

惰

安
易
な

る
生
活

に
赴

か
ん
こ
ご
を
欲
す

る
人

々
を

生
す

る
ξ
共

に
、
他

方

に
は

、
自
己

の
勢
働
、
資

本
、

叉
は

土
地

の
質
及

ぴ
量

に
相
悉

せ
る
報
酬
を
受
く

る
の
堅

を
失

ひ
た

る
矯
め

に
、
伯
己

の
生
産
業

に
最
大

の
努

力

を
費

す

こ
で
を
無
益

な
り

ご
考

ふ

る
人

々
を
生
す

る
に
相

違
が

な

い
。

マ
ル
サ
ス
.信
斯

く

の
如
く
推

論

し
π
適

合

此
黙

に
關
す

る
彼

れ
の
所

説

の

一
節

を
引
用

す

る
な
ら
ば

、
次

の
如

く

で
あ

る
。

「
」
:
:
辮
加
さ
れ
れ
ゐ
人
口
に
射
し
て
食
物
か
給
興
す
ろ
F
必
要
な
ろ
勢
働
に
、
必
要
こ
い
ふ
刺
戟
な
く
ば
行
に
れ
厭
い
で
あ
ら
う
。
若
し
上
述

ぜ
ゐ
好

音
計
劃
に
水
け

ゐ
施
設

〔
コ
ン
ド
ル
セ
ー
の
・平
等
制
.度
毎
指

す
-一

諜
者

註
)
に
よ
つ
て
、
勤
勉

ド
封
ず
る
こ
の
刺
戟
が
取
除

か
ろ
㌧
な
ら
ば

一

・若

し
叉
、
怠
惰
ド
し
て
疎
慢
ば
ろ
人
々
が
、
彼
等
の
信
用

に
聞

し
及

び
彼
等
の
凄

マ
家
族
の
將
來

の
支
持

ド
欄
[し
て
、
活
動
的
に
し
て
勤
勉
な

る
人
々
ご
同
等
の
地
位

に
置
か
ゐ
ど
な
ら
ば

、
果
し
て
彼
等
1工
、
彼
等
の
境

遇
々
改
善

呵
る
こ
ピ
に
、
活
魚
め
る
活
動

一

合
日
済
、
れ
は
分
け

の
繁

ω

.

榮

な

來
た

す
主

た

ろ
原
動

力
で

あ

み
が
一

な
吝

ま

厭

い
で

あ

ら

う

か
。

・
・
…

.』

斯
ぐ

て
世

に
李
等

が
行

は
れ
て
安

固

が
失

は
る

～
な
ら

ば

,
其

の
生
産

力
は
衰

へ
、
冨

は
減

少
し
、
從

っ
て
世

の
物
質
的
幸

幅

に
ε

っ
て
、
.富

の
分
配

の
不
苧

等
が

す

る

よ
り

も
、
更

に
甚

し
い
傷
害

を
齎

ら
す

で
あ
ら
う
。

こ

れ
、

マ
ル
サ

ス
が
湛

會
的
功
利

の
見
地

よ
り
、
平

等

を
棄

て

、
安

固

に
赴

σ
る
所

以
で
あ

る
。

さ
て
以
上

は
、
季
等

が
生
産

力
を
害
す

る
ε

い
ふ
意
味

に
於

て
、
世

の
物
数

的
串
幅

に
不
利
で
あ

る
こ
の
議

論

で
あ

っ
て
、

こ
は
魁

に
述

べ
た
る

ヒ
ュ
ー

ム
や

ス
ミ

ス
の
所

説
に
共
通

せ
る
黙

で
あ

る
が
、
吾

々
は
、

マ
.ル
サ

ス

に
就

て
は
、
彼
が
李

等
を
排
斥

せ
し
理
由

ε
し
て
、
更

に
他

の

一
事

を
考

へ
な
け
れ
ば
准
ら
な

い
。

そ
れ
は
、
富

.

の
牢

等

ご
人

目
こ

の
關
係

に
封

ず

る
、
彼

れ

の
考
察

で
あ

る
。
曰
く

、

「若
し
各
人
が
家
族
に
封
ず
ゐ
相
懸
の
衣
食
心
確
實
に
手
れ
ろ
こ
ピ
が
出
来
乃
な
ら
ば
、
殆
ご
総
て
の
人
は
家
庭
た
持
つ
に
至
ろ
で
あ
ら
う
、
.而
し

朗

て
え
の
攻
の
代
の
入

内
が
貧
乏

に
な

ろ
恐
が
な

い
な
ら
ば
、
人
μ
に
異
常
の
.速
段
々
以
て
博
加
す
み
に
違

ひ
な

い
。

:
:
:
」
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邑

八
四
政
策
即
ち
八
房

擁
糾
を
以
て
v
世
の
物
質
的
幸
雁
分
島
上
を
胤
ら
ん
ε
せ
し

マ
ル
ナ
ス
死

卒
等
な
る
分

配

の
結

果

こ
し
て
必

然
的

に
起

る
(
・し
彼

が
考

へ
た
)
所

の
人
日

の
増
加
を
豫
怨

し
て
、
卒

等

に
反
謝

し
た
る
は
、

理

の
當
然

で
あ

る
。

以
上
述

ぶ
る
所

に
よ

っ
て
観

れ
ば

.

マ
ル
ナ
ス
の
経

済
政
策

の
根
本

原
理
が
、
安
固

の
原
則

の
維
持

窪

い
ふ
こ

ご
で
あ

る
可
換

省
目す

れ
ば
、
生
産
政
策

に
よ

る
肚

曾

的
功

利
の
實

現

ε
い
ふ

こ
ど
で
在

る
こ
ε
は
、
最
早
多

言
を

要

せ
な

い
程

明

か
で
あ
ら
う
。

從

っ
て
彼

に
よ
れ
ば

、
現
在

の
脛
濟

組
織

に
人

爲
的

の
干
渉
を

加

へ
、
以

て
富
の

弾
配

を
年
等

に
す

る
こ
ε

に
よ

っ
て
、
祉

會

の
幸
繭

を
實

現
せ

ん
ε
す

る
が
如

き

こ
.ご
は

、
畢
竟

痴
人
の
夢

に
過

ぎ
な

い
で
.各

人

を

し
て
自
由

に
利
己
的

活
動
を
爲

さ

し
む

る
よ
り
外

に
、
肚
會

の
幸

福
を
齎
ら
す
方

法
は
無

い
の

で
め

る
。
此
黙

に
於

て
.

マ
ル
サ

ス
は

、
.か
の

ア
ダ

ム
・

ス
ミ
ス
の
自
由
放
任

論
を

そ
の
儘

に
織

承
す

る
も

の
で

、

.

あ

る
。
而
し

て
そ
は

、
彼

れ
の

救
貧
法

に
劃
す

る
議

論
中

に
、
最

も
良

く
現
は
れ
て

る
る
。
今
救

貧
法

に
封
ず

る

彼
れ

の
意
見

を
馨
処
す

れ
ば
次

の
如

く
で
あ

る
。

マ
ル
サ

ス
ー

り
ヵ
ア
ド
ピ
共

に
英
国
の
救
貧
法

に
極
力
反
謝
せ
る
人
々
の
仲
間

で
あ
る
「

日
く
、
救
貧
法

も

へ

は
『
個
々
人
の
不
幸

の
烈

度
を

少
し
ば

か
レ
緩
和

し
た

か
も
知
れ
な

い
け

れ
ご
も

、
そ
は
遙

か
に
よ
b
震

い
表
面

に

害
悪
を
播

き
散
ら

か
し
た
。」
其

の
理
由

は
、
要
す

る

に
、
富
者
よ
b
貧
民

に
救
助
を
輿

へ
て
も
、
そ
れ

に
よ

っ
て

世

の
富

が
多

く
な

る
課
で
は
な

い
か
ら

、
需
要

増
加

に
よ
る
債
格
騰
貴

の
矯

め
に
、
貧
民

は
却

っ
て
盆

々
困
窮
す

る
の
み

で
あ

る
、

加
之
、
救
貧
法

に
よ

っ
て
貧
民
は

救
助

を
憂
く

る
権

利
を
得
π

る
爲

め
、
入
口
は
増

加
す

る
に

拘

ら
す

、
勤
勉

に
必
要

な

る
刺
戟

を
失

ひ
、

か
く

て
世

の
生
産

力
從

っ
て
富

が
減
湿

し
、
耐

會

の
幸

輻

は
、
そ
れ

蹴
.
苑

功
利
主
義
芝
生
産
政
策
〔二
)

第
+
四
巻

(第
六
號

一
四
ご

一
〇
六
三
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.



戸

、

訊

苑

功
利
主
義
ピ
生
産
政
策
(二
)

第
†
四
巻

(第
六
號

一
四
二
)
一
〇
六
四

だ
け
阻
害

さ
る

』
こ
一し
N
な

る
、
亡

い
ふ
の
で
あ

る
。
故

に

マ
川
サ

ス
は
、
貧

な

り
ε
難

も
、
猫
立
不
覊

な
る
貧

者

こ
そ
貴
き
も

の
な

れ

ε
な
し
た
。
曰

く
、

「
個
々
の
場
合
に
茂
て
考
ふ
れ
ば
、難
き
心
張
ふ
る
如
く
見
映
る
か
も
知
札
な
い
す
れ
こ
も
、〔他
人
に
)頼
終
る
貧
困
に
、
不
面
目
な
り
ぜ、看
做
さ
る

べ
昏
で
め
る
。
こ
の
訓
残
に
、
多
鍛
の
人
間
の
垂
醐
た
滑
進
す
み
爲
め
に
、
絶
射
的
ド
必
要
な
る
が
如
く
で
あ
ろ
、
而
し
て
、
あ
訓
戒
々
砺
め
ん
こ

.

す
ろ
一般
的
企
劃
に
、
假
ひ
そ
の
意
圃
ば
仁
慈
的
で
あ
ら
う
建
も
、
総
て
、
常
F
、
そ
れ
自
身
の
目
的
た
敗
る
こ
ぐ、
」
な
.ろ
で
め
ら
う
。L

斯

く
て
、
国
家

の
探

る

べ
き
経

済
政
策

`
し
て
は

消
極
的

に
、

財
産

の
安
固

ご
、

自
由

競
争

に

よ

る
不
孝
等

な

る
所

得

の
確
保

ξ
を
、
各

人

に
保
護

す
る
よ
り
外

は
な

い
ε

い
ふ
こ
ε
に
な

る
の
で
あ

る
が
、
併

し
藪

に
注

意

す

べ
き

は
、

マ
ル
ナ

ス
は
、

ア
ダ

ム
・

ス

ミ
ス
ε
異

っ
て
、
此

の
自
由
放
任
政
策

に
唯

一
っ
の
例
外

を
設

け
た

ε

い
ふ
こ

ピ
で
あ

る
。

そ
の
例
外

ご
は
、
取
も
直

さ
す

人

口
に
封
ず

る
彼

れ

の
政

策

で
あ

る
.
若

し
絶

動
的

に
自

由
.

放

任
政
策

を
探

る
も

の
ご
す

れ
ば
、
人

口
に
就

て
も

之

を
主

張
す

べ
き
で
あ

る
の
で
あ
る
が
、
彼

は
、
流

石
に
世

の
官
費

の
懸

隔

を
樂

観
幌
す

る
諜

に
は
行

か
な

か

っ
た
。
そ

こ
で
其

の
救

済
方
法

ご
し
て
唯

一
つ
の
人
爲
的
手
段

を
人

口
問
題

に
於
て
主
張
す

る
こ
ε
に
よ

っ
て
、
僅

か
に
孚
等

に

よ
ら
ざ

る
叉
救
貧

法

に
よ
ら
ざ

る
解
決

法
を
得

た
b

こ
な

し
た

、
余

は
、
藪

に
.マ
ル
ナ

ス
の
人

口
政

策

を
説

明
す

る
こ
ε
は
出

来
な

い
が
、
『
人

口
論
』
の
第

一
版

へ

も

も

に
於

て
「
人

口
の
原
則
』
ε
い
ふ
自

然
法
を

説
明
し
た

る

マ
ル
サ

ス
が
、
其

の
第

二
版

に
於

て
『
道

徳
的
抑
制
」
じ
い

ふ
ん
鯨
晦

の
貧

吋
防
止

万
法

を
認

む
る

こ
`
に
乱

っ
て

分
離

加
工
の
絶

対
的
自
由
放

任
主

義
を
栗
て

π
る
こ
`

を

、
彼

れ
の

子
ミ

ス
に
鋤
飢

る
特

徴

ε
し

て
記
す

る

に
▼
止

め
よ
う

ご
思

ふ
。

附

記
、
本

論
交

に
於

て
は

、
デ

ィ
ヴ

ィ
ド
・
リ

カ

ア
ド
に
就

て
は
論

じ
な

い
こ
ご

、
す

る
が
、
彼

も
亦
、
物
資

的

功

利
主
義

者

で
あ

っ
た
こ

だ
、
及

び

マ
ル
サ

ス
ご
鰭

轄
同
様
な

る
絶
濟

政
策

を
主
張

せ
し
こ
ご
鳳
、
疑

を
容

れ

ざ

る
所

で
あ

み
。
.
.
.
.

、

(
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